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１
０
１
人
以
上
の

事
業
主
も
対
象
に

　

こ
れ
ま
で
、
常
用
労
働
者
３
０
１
人

以
上
の
規
模
の
企
業
に
義
務
化
さ
れ
て

い
た
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
」

お
よ
び
「
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報

公
表
」
で
す
が
、
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
は
１
０
１
人
以
上
の
企
業
で
も
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ

る
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・

届
出
」
お
よ
び
「
女
性
の
活
躍
に
関
す

る
情
報
公
表
」
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て

い
き
ま
す
。

一
般
事
業
主
行
動
計
画

と
は

　

一
般
事
業
主
行
動
計
画
と
は
、
企
業

と
し
て
女
性
労
働
者
の
活
躍
推
進
の
た

め
の
計
画
期
間
・
目
標
・
目
標
達
成
の

た
め
の
対
策
等
を
定
め
、
そ
れ
を
着
実

に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の

で
す
。

　

今
回
、
対
象
と
さ
れ
る
１
０
１
人
以

上
３
０
０
人
以
下
の
企
業
の
人
事
労
務

担
当
者
の
な
か
に
は
、
こ
の
「
一
般
事

業
主
行
動
計
画
」
と
い
う
名
前
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

な
ぜ
な
ら
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画

に
は
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
ほ
か
に
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法（
以
下
、

次
世
代
法
）
に
も
同
じ
名
称
の
も
の
が

あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
も
、
次
世
代
法

の
も
の
は
、
す
で
に
常
用
労
働
者
１
０

１
人
以
上
の
企
業
で
策
定
・
届
出
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
１
０
１
人
以
上
３
０
０

人
以
下
の
企
業
で
も
、
一
般
事
業
主
行

動
計
画
の
策
定
・
届
出
の
経
験
が
あ
る

企
業
は
多
い
は
ず
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
少
々
や
や
こ
し
い
で

す
が
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
は
、

女
性
活
躍
の
も
の
と
次
世
代
法
の
も
の

の
２
つ
が
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
覚
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の

策
定
・
届
出
の
流
れ

　

女
性
活
躍
の
た
め
の
一
般
事
業
主
行

動
計
画
の
策
定
は
、
図
表
１
の
よ
う
な

流
れ
で
行
な
い
ま
す
。
基
本
的
な
流
れ

は
次
世
代
法
の
も
の
と
共
通
で
す
。

⑴　

自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状

況
把
握
・
課
題
分
析

　

企
業
が
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策

定
す
る
前
に
、
自
社
の
女
性
の
活
躍
に

関
す
る
状
況
把
握
・
課
題
分
析
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
の
状
況
把
握
・
課
題
分

2022年４月から、「一般事業主行動計画の策
定・届出」「女性の活躍に関する情報公表」
などが101人以上の事業主にも義務付けられ
ます。整備すべき事項を解説します。

社会保険労務士川嶋事務所
社会保険労務士

川 嶋 英 明

図表１　一般事業主行動計画の策定・届出の流れ
①自社の女性の活躍に関する状況把握・課題分析

↓
②一般事業主行動計画の策定

↓
③一般事業主行動計画の社内周知、外部への公表、

所管の都道府県労働局への届出
↓

④取組みの実施、効果の測定
↓

（①に戻る）
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析
で
は
、
企
業
が
必
ず
把
握
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
基
礎
項
目
が
決

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
漏
れ
が
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

状
況
把
握
・
課
題
分
析
の
基
礎
項
目

は
、
図
表
２
の
４
項
目
と
な
り
ま
す
。

　

基
礎
項
目
だ
け
で
は
状
況
把
握
・
課

題
分
析
が
不
十
分
と
感
じ
る
場
合
は
、

選
択
項
目
と
い
う
任
意
の
項
目
も
あ
る

の
で
、
自
社
の
実
情
に
応
じ
て
そ
れ
ら

の
項
目
の
状
況
把
握
・
課
題
分
析
を
行

な
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑵　

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定

　

一
般
事
業
主
行
動
計
画
は
、

前
述
の
状
況
把
握
、
課
題
分
析

を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
策
定
す
る
一
般
事

業
主
行
動
計
画
に
は
、
計
画
期

間
、
数
値
目
標
、
取
組
内
容
、

取
組
み
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

盛
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
　
計
画
期
間

　

計
画
期
間
は
、
２
０
２
５
年

度
ま
で
の
期
間
で
、
各
企
業
の

実
情
に
応
じ
て
お
お
む
ね
２
年

間
か
ら
５
年
間
に
区
切
っ
て
行

な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
２
０
２
５
年
度
ま
で

と
期
限
を
区
切
る
の
か
と
い
う

と
、
女
性
活
躍
推
進
法
自
体
が

２
０
１
５
年
か
ら
10
年
間
の
時

限
立
法
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
２
０
２
２
年
４

月
よ
り
策
定
が
義
務
化
さ
れ
る

企
業
の
計
画
期
間
は
、
３
年
間

と
な
り
ま
す
。

②
　
数
値
目
標

　

次
に
数
値
目
標
に
つ
い
て
で
す
が
、

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
当
然
、
何
か
し
ら
の
目

標
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

目
標
を
い
く
つ
設
定
す
る
か
は
企
業

の
裁
量
で
す
が
、
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
義
務
化
さ
れ
る
１
０
１
人
以
上
３
０

０
人
以
下
の
企
業
に
関
し
て
は
、
そ
れ

ら
の
目
標
の
う
ち
、
最
低
１
つ
は
数
値

目
標
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
数
値
目
標
と
し
て
設
定
で

き
る
目
標
に
つ
い
て
は
省
令
に
定
め
が

あ
り
、
そ
の
な
か
か
ら
選
択
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

数
値
目
標
と
し
て
設
定
で
き
る
も
の

に
は
、
た
と
え
ば
採
用
で
あ
れ
ば
、「
採

用
し
た
労
働
者
に
占
め
る
女
性
労
働
者

の
割
合
」、評
価
・
登
用
で
あ
れ
ば
「
管

理
職
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合
」

「
男
女
別
の
１
つ
上
位
の
職
階
へ
昇
進

し
た
労
働
者
の
割
合
」、
継
続
就
業
・

働
き
方
改
革
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば

「
男
女
の
平
均
継
続
勤
務
年
数
の
差
異
」

「
男
女
別
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、

在
宅
勤
務
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
柔
軟
な

働
き
方
に
資
す
る
制
度
の
利
用
実
績
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

数
値
目
標
を
達
成
で
き
な
く
て
も
罰

則
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
よ
り
有

意
義
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
企
業

が
目
標
達
成
の
た
め
１
つ
と
な
れ
る
よ

う
な
、
そ
し
て
、
計
画
期
間
内
で
ギ
リ

ギ
リ
達
成
で
き
そ
う
な
難
易
度
の
目
標

を
設
定
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

③
　
取
組
内
容
と
取
組
み
の
実
施
時
期

　

取
組
内
容
に
は
当
然
、
計
画
内
で
定

め
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
事
項
を
盛
り
込
み
ま
す
。

　

ま
た
、
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
目
標
の
な
か
で
も
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
取
組
内
容

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
数
値
目
標

を
定
め
た
目
標
の
達
成
を
優
先
し
て
考

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
取
組
内
容
と
あ
わ
せ
て
取
組

み
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶　

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
社
内
周

知
、
外
部
へ
の
公
表
、
所
管
の
都
道

府
県
労
働
局
へ
届
出

　

策
定
し
た
一
般
事
業
主
行
動
計
画

は
、
労
働
者
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

周
知
方
法
と
し
て
は
、
事
業
所
の
見

や
す
い
場
所
へ
の
掲
示
、
電
子
メ
ー
ル

で
の
送
付
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
（
企
業

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
へ
の
掲
載
、
書
面

で
の
配
付
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
う
必
要

図表２　状況把握・課題分析の基礎項目

１．採用した労働者に占める女性の割合（雇用管理区分ごと）

２．男女の平均継続勤務年数の差異（雇用管理区分ごと）

３．労働者の各月ごとの平均残業時間数等の労働時間（健康管理時間）の状況

４．管理職（課長職以上、役員除く）に占める女性労働者の割合
※雇用管理区分とは、職種、資格、雇用形態、就業形態等の労働者の区分であって､当該区分に属している
労働者について他の区分に属している労働者と異なる雇用管理を行なうことを予定して設定しているもの。
雇用管理区分が同一かどうかの判断にあたっては、従事する職務の内容、人事異動（転勤、昇進・昇格を含む）
の幅や頻度において他の区分に属する労働者との間に、客観的・合理的な違いが存在しているかによって
判断する。
（例：総合職、エリア総合職、一般職／事務職、技術職、専門職、現業職／正社員、契約社員、パートタ
イム労働者など）
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が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
策
定
し
た
行
動
計
画
は
外
部

に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
外

部
へ
の
公
表
は
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
や
、
厚
生
労
働
省
が
運
営

す
る
「
女
性
の
活
躍
推
進
企
業
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
へ
の
掲
載
な

ど
に
よ
っ
て
行
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
策
定
し
た
行

動
計
画
は
所
管
の
都
道

府
県
労
働
局
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
の
際
は
、
策
定

し
た
行
動
計
画
を
そ
の

ま
ま
届
け
出
る
の
で
は

な
く
、
厚
生
労
働
省
が

公
表
し
て
い
る
「
一
般

事
業
主
行
動
計
画
策

定
・
変
更
届
」
に
よ
っ

て
行
な
う
の
が
普
通
で

す
（
た
だ
し
、
必
要
事

項
が
記
載
さ
れ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
以
外
の
様
式

に
よ
る
届
出
で
あ
っ
て

も
有
効
と
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、「
一
般
事
業

主
行
動
計
画
策
定
・
変

更
届
」
に
策
定
し
た
行

動
計
画
を
添
付
す
る

と
、
策
定
・
変
更
届
の

記
載
事
項
の
一
部
を
省

略
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
一
般
事

業
主
行
動
計
画
策
定
・
変
更
届
」に
は
、

次
世
代
法
の
一
般
事
業
主
行
動
計
画
策

定
・
変
更
届
と
一
体
化
し
た
も
の
が
あ

り
、
行
動
計
画
の
計
画
期
間
が
女
性
活

躍
と
次
世
代
法
の
も
の
と
で
同
一
で
あ

る
な
ら
、
こ
ち
ら
で
届
け
出
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

⑷　

取
組
み
の
実
施
、
効
果
の
測
定

　

策
定
・
届
出
し
た
計
画
を
基
に
取
組

み
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
際
、
定
期
的
に
、
数
値
目
標
の

達
成
状
況
や
、
行
動
計
画
に
基
づ
く
取

組
み
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
点
検
・
評

価
を
行
な
い
、
計
画
の
効
果
等
を
測
定

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
般
事
業
主
行
動
計

画
は
単
に
策
定
・
届
出
を
す
る
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
⑴
か
ら
⑷
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
と
し
て
き
ち
ん
と
回
し
て
、
企
業
の

女
性
活
躍
に
役
立
て
る
も
の
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
活
躍
に
関
す
る 

情
報
公
表

　

女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
公
表
と

は
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
公
表
と

は
別
に
、自
社
の
女
性
活
躍
の
状
況
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
表
す
る

も
の
で
す
。

　

女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
公
表
の

項
目
は
省
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
は
、
①
女
性
労
働
者
に
対
す
る
職

業
生
活
に
関
す
る
機
会
の
提
供
、
②
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
に
資
す

る
雇
用
環
境
の
整
備
の
２
つ
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。

　

こ
れ
ら
の
項
目
す
べ
て
に
つ
い
て
情

報
公
表
す
る
の
が
理
想
で
す
が
、
法
律

上
は
そ
こ
ま
で
求
め
ら
れ
て
は
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
情
報
公
表
義
務
の
あ
る
項

目
数
は
、
企
業
の
規
模
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
３
０
１
人
以
上
の
企

業
は
①
、
②
の
２
つ
の
区
分
の
な
か
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
以
上
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
２
０
２

２
年
４
月
よ
り
情
報
公
表
が
義
務
化
さ

れ
る
１
０
１
人
以
上
３
０
０
人
以
下
の

企
業
に
つ
い
て
は
、
①
、
②
の
全
項
目

の
な
か
か
ら
１
項
目
以
上
を
公
表
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
表
の
方
法
は
、
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
公
表
と
同
じ
よ
う
に
、

自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
厚
生
労

働
省
の
「
女
性
の
活
躍
推
進
企
業
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
表
の
頻
度
は
お
お
む
ね
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１
回
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で
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つ
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か
わ
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よ
う
に
、

更
新
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記
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必
要
が
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り
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す
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し
ま　
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で
あ
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２
０
１
３
年
１
月
社
会
保
険
労
務
士
川
嶋
事
務
所
開
業
。
会
社
・
労
働
者
の
Ｉ
Ｔ
ト
ラ

ブ
ル
対
策
・
就
業
規
則
作
成
を
得
意
分
野
と
す
る
。
ブ
ロ
グ
等
で
積
極
的
に
情
報
発
信
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

図表３　女性の活躍に関する情報公表の項目
① 女性労働者に対する職業生活に関する

機会の提供
② 職業生活と家庭生活との両立に資する

雇用環境の整備

●採用した労働者に占める女性労働者の割合（区）

●男女別の採用における競争倍率（区）

●労働者に占める女性労働者の割合（区）（派）

●係長級にある者に占める女性労働者の割合

●管理職に占める女性労働者の割合

●役員に占める女性の割合

●男女別の職種または雇用形態の転換実績（区）（派）

●男女別の再雇用または中途採用の実績

●男女の平均継続勤務年数の差異

●10事業年度前およびその前後の事業年度に採用さ
れた労働者の男女別の継続雇用割合

●男女別の育児休業取得率（区）

●労働者の１月当たりの平均残業時間

●労働者の１月当たりの平均残業時間（区）（派）

●有給休暇取得率

●有給休暇取得率（区）

※ （区）は雇用管理区分ごとに、（派）は派遣労働者も含めて公表する義務あり


